
乾燥砂消火球
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（（一一財財））海海上上災災害害防防止止セセンンタターー

禁禁水水性性物物質質のの火火災災、、金金属属火火災災のの消消火火にに
効効果果をを発発揮揮

密密閉閉容容器器内内にに砂砂がが保保存存さされれてていいるるののでで
乾乾燥燥状状態態でで長長期期保保存存がが可可能能でですす。。
　乾燥砂消火球は、砂が球状のプラスチック容器内に保存されているため、長期間乾燥状態を
保ちます。
　消防法で定め法定備品として備え付け可能です。（スコップとバケツも備え付ける必要があります。）

砂砂がが球球状状ののカカププセセルルにに入入っってていいるるののでで、、遠遠くくかからら砂砂をを投投入入可可能能でですす。。
専専用用発発射射機機でで連連射射もも可可能能でですす。。

特許第6811166号

専専用用発発射射機機

専用発射機

３３発発目目!!!!!!

火火勢勢をを抑抑制制しし、、消消火火ししまますす

２２発発目目!!!!

乾乾燥燥砂砂消消火火球球 １１発発目目投投入入!!

乾乾燥燥砂砂消消火火球球がが割割れれ
砂砂ががママググネネシシウウムムをを覆覆いいまますす

マグネシウム燃焼中

乾燥砂消火球
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例③

　乾燥砂消火球を机の角等に当てて、卵を割る

要領でひびを入れ、割れやすくなった消火球を

火元に落とし、火元を砂で覆う。

　また、消火球を割って乾燥砂をバケツ等の容

器に入れ、火元にかける。

例②

　火元から離れた場所から、専用の発射機を使

用し火元の手前または奥の壁に向けて乾燥砂消

火球を発射し、落下後に消火球が割れて飛び散

る乾燥砂が火元を覆うようにする。

　火元の手前に乾燥砂消火球を手で投げ、消火

球が割れて飛び散る乾燥砂が、火元を手前から

覆うようにする。

　火元の奥の壁に乾燥砂消火球を手で投げ、消

火球が割れて飛び散る乾燥砂が、火元を上から

覆うようにする。

例①

乾乾燥燥砂砂消消火火球球のの使使用用例例

注意！ 　燃焼中のマグネシウムに水をかけると・・・・

ママググネネシシウウムム
燃燃焼焼中中

水水がが水水素素とと酸酸素素にに分分解解しし
激激ししくく燃燃焼焼

放放水水

　　燃燃焼焼中中ののママググネネシシウウムムにに水水をを散散布布すするるとと、、水水がが水水素素とと酸酸素素にに分分解解ししてて激激ししくく燃燃焼焼ししまますす。。

　　禁禁水水性性物物質質ややママググネネシシウウムム等等のの金金属属火火災災にに対対ししててはは、、消消火火にに水水をを使使用用ででききまませせんん。。
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